
平成 26 年度 

電子入札コアシステム利用者会議 

議 事 次 第 
 

 

Ⅰ． 日  時：平成２７年１月 23 日（金）1３：３０～（1４：３０まで） 

Ⅱ． 場  所：日本青年館ホテル ３階 国際ホール 

Ⅲ． 議事次第 

 

１． 開  会 
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４． 閉  会 
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資料１：コアシステム事業の状況について 

資料１－１：V6 リリースに伴うコアシステムの運用等について 

資料１－２：当面の料金変更について 

資料２：意見募集について 

 

参考資料１：平成 25 年度電子入札コアシステム利用者会議・特別会員会議議事録 

参考資料２：平成 26 年度電子入札コアシステム利用者会議参加団体（予定） 

参考資料３：電子入札コアシステムの普及状況 





 

 

コアシステム事業の状況について 

 

１． 普及状況 

平成２７年1月現在の電子入札コアシステムを採用かつ運用中の団体数は６２２団体

（採用予定を含めると７０１団体）と１年間で５５団体増加した。 

国、都道府県では普及がほぼ終結し、市町村の単独運用や共同利用への参加による増

加となっている。また、コアシステム以外の電子入札システムを利用しているいくつか

の団体においてコアシステムへの切り替え準備が進められている。 

 

表１－１ 電子入札コアシステムの普及状況（平成 27 年 1 月 1 日時点） 

機関区分 運用中（昨年同月比） 準備中（昨年同月比） 

中央省庁 ６団体（－２） なし 

独法・機構等 １９団体（＋１） なし（－１） 

都道府県 ４６団体（０） なし 

政令指定都市 １９団体（０） なし 

市町村 ５０９団体（＋５１） ７３団体（－１８） 

その他 ２３団体（＋５） ６団体（０） 

合計 ６２２団体（＋５５） ７９団体（－１９） 

 

２． 平成２６年の主な事業活動 

電子入札コアシステム開発コンソーシアムの正会員、賛助会員の協力を得て、以下の

対応等を実施した。 

・ 暗号アルゴリズムの移行対応 

・ コアシステム V6 対応項目選定及び要件定義書作成 

・ JRE8 対応に向けた調査・検討・動作確認（Java アプレット署名の対応含む） 

・ Windows Server 2012 R2 対応に向けた動作確認 

・ LGPKI 専用クライアントソフト V2.2 の提供（予定） 

 

  ※LGPKI（Local Government Public Key Infrastructure)  

地方公共団体組織認証基盤 

 

利用者会議 

H27.1.23 

資料１ 
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３． コアシステム事業収支 

（単位：百万円） 

年度 
 H21 

(2008) 

H22 

(2009) 

H23 

(2010) 

H24 

(2011) 

H25 

(2012)

収入  320 336 437 313 297

販売、保守等 224 234 265 249 297

基金からの借入金 96 102 172 64 0

支出  336 350 451 337 227

改良費 96 102 172 64 0

保守費 100 91 124 131 148

改良費返済金 105 110 112 101 92

共通管理費 24 34 30 29 12

公益活動費（標準化対応等） 11 13 13 12 15

収支  ▲16 ▲14 ▲14 ▲24 20

 

平成 21 年度以降の電子入札コアシステム事業収支は、過去のコアシステム開発に

おける借入金への返済、保守費用の支弁等により平成 24 年度までマイナス計上とな

っている。 

平成 25 年度は、共同利用ライセンスの追加購入や LGPKI 専用クライアントソフ

トの購入等による例年を大幅に上回る一時的な収入があったためプラス計上となっ

ており、これらの一時的な収入がなかった場合は、平成 24 年度までと同様マイナス

計上であった。 

また、平成 26 年度以降は、コアシステム V6 の開発に多額の費用がかかり、また

購入等による一時的な収入も予定がないため、マイナス計上となる見込みである。 
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４． 事業改善方針の実施状況等 

（１） 電子入札コアシステム事業改善方針（平成 25 年１月 25 日改定） 

１） コアシステム機能の充実 

強いニーズにかんがみ、検討対象を工事・業務だけでなく物品・役務にまで

拡大し、コアシステム機能の大幅な充実を図る。この際、保守等の料金水準を

引き上げることのないよう留意する。 

 

２） 処理速度等の性能向上 

処理速度遅延の原因、速度改善方法と効果等に関する調査を行い、JAVA 実

行環境の見直し等抜本的な性能改善を検討する。 

 

３） 料金体系等 

ライセンス料、保守料金については、暗号アルゴリズムの危殆化対応、サポ

ートの充実、コアシステム機能の充実等を図りつつ、現行水準の維持に努める

とともに、収支均衡を目指してコスト削減努力を行う。なお、料金の使途及び

収支概要を利用者会議で明示するなど透明性の確保を図る。 

また、Saas 方式が今後主流となることを見越しつつ SLA にも対応し、少

額・少数利用の市町村への導入にも配慮した料金体系の追加検討を行う。 

 

４） 情報セキュリティの強化 

昨今、政府機関や国内企業に対するサイバー攻撃や脆弱性を突く攻撃等が

巧妙かつ高度化している。コアシステムが開発されてから既に 10 年以上が

経過し、情報セキュリティの状況も大きく変化していることから、コアシス

テムの情報セキュリティの強化・見直しを図る 

 

 

※SaaS（Software as a Service） 

ソフトウェアの機能のうち、ユーザが必要とするものだけをサービスとして配布し利用

できるようにしたソフトウェアの配布形態。 

 

※SLA （Service Level Agreement） 

サービス品質保証。
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（２） 事業改善方針の対応状況 

１）コアシステム機能の充実 

コアシステム V6 の提供に向け、利用団体の要望を基に工事・業務、物品・役務

の機能強化に向けた機能改良の項目を選定し、要件定義書の作成を実施した。 

 

２）処理速度等の性能向上 

速度改善方法について検討した結果、コアシステム V6 において、画面遷移時の

IC カードアクセス方法の見直しを行うこととした。 

 

３）料金体系等 

Saas 方式に対応した新しい料金体系及び新サービスの提供については、正会員

等と検討した結果、料金設定や新しいサービス提供ができないことが判明した。 

これに伴い、小規模利用のお客様の電子入札利用促進、共同利用参加市町村の要

望対応、コアシステム開発費用の負担の公平性の確保の観点から料金について検討

し対応方法を決定した。 

さらなるサポートの充実に向け、なるべく早い段階でコアシステム V6 に移行す

ることで保守対象とするバージョンを減らし保守費用を軽減するため、コアシステ

ム V6 リリース後における現行コアシステムのサポート期間及び提供方法の変更を

行うこととした。 

 

４）情報セキュリティの強化 

脆弱性の改善等に向け、Java やブラウザ等の新バージョンの動作確認等の迅速な

対応を行った。 

また、平成 26 年度に実施された暗号アルゴリズムの移行ついて、利用団体や民間

認証局等との連絡を密にし、各利用団体における暗号アルゴリズム移行対応が滞り

なく実施され、円滑に旧暗号と新暗号の混在期間（フェーズ２）に移行することが

できた。 
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（３） 事業改善方針の変更 

事業改善方針の対応状況等をふまえ、次のとおり事業改善方針を変更する。 

 

電子入札コアシステム事業改善方針（平成 27 年１月 23 日改定予定）（案） 

１） コアシステム機能の充実 

引き続き、平成 28 年 3 月末に予定しているコアシステム V6 のリリースに

向けた設計及び開発を行う。 

また、利用団体より収集した要望のうち V6 で採用されなかった要望、今後

新たに発生する要望等について、V6 後のコアシステムの機能の充実に向け、

順次対応を検討する。 

 

２） 処理速度等の性能向上 

処理速度の改善方針については、費用対効果を考慮しつつ引き続き実現性等

の検討を行う。 

 

３） 料金体系等 

小規模利用のお客様の電子入札利用促進、共同利用参加市町村の要望対応、

コアシステム開発費用の負担の公平性の確保の観点から以下の対応を行う。 

① 少額利用特例料金に、新たな料金区分を設ける。（H27 対応） 

② JACIC が共同利用参加市町村から直接問合せを受けるサービスを平成

27 年度に試行する。（H27 対応） 

③ V6 で電子入札コアシステムを初めて利用されるお客様を対象とした新

たな料金を設ける。（H28 対応） 

また、コアシステム V6 リリース後の料金について、引き続き、保守業務の

効率化による保守費用の縮減とともに、電子入札コアシステムサービス開始時

からの経緯や電子入札コアシステム利用状況の変化を踏まえ、機能と負担の関

係やお客様間の負担の公平性等の観点から総合的な検討を行う。 

 

４） 情報セキュリティ対応 

セキュリティ対応について、随時、調査・検討・動作確認等を実施し、コ

アシステムの安定稼働のために利用団体への情報提供を実施する。 

また、暗号アルゴリズム移行について、新暗号への完全切り替え（フェー

ズ３）に向け、サポートを継続していく。 
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、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

状
況

も
大

き
く

変
化

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
コ

ア
シ

ス
テ

ム
の

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化

・
見

直
し

を
図

る

脆
弱

性
の

改
善

等
に

向
け

、
J
a
v
a
や

ブ
ラ

ウ
ザ
等
の
新
バ
ー
ジ
ョ
ン

の
動

作
確

認
等

の
迅

速
な

対
応

を
行

っ
た

。

ま
た

、
平

成
2
6
年

度
に

実
施

さ
れ

た
暗

号
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
移
行
つ

い
て

、
利

用
団

体
や

民
間

認
証

局
等

と
の

連
絡
を
密
に
し
、
各
利
用

団
体

に
お

け
る

暗
号

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

移
行

対
応
が
滞
り
な
く
実
施
さ

れ
、

円
滑

に
旧

暗
号

と
新

暗
号

の
混

在
期

間
（
フ
ェ
ー
ズ
２
）
に
移

行
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
応
に
つ
い
て
、
随
時
、
調
査
・
検
討
・
動
作
確
認

等
を
実
施
し
、
コ
ア
シ
ス
テ
ム
の
安
定
稼
働
の
た
め
に
利
用
団
体
へ

の
情
報
提
供
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
暗
号
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
移
行
に
つ
い
て
、
新
暗
号
へ
の
完
全
切

り
替
え
（
フ
ェ
ー
ズ
３
）
に
向
け
、
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
し
て
い
く
。
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V6 リリースに伴うコアシステムの運用等について 

 

電子入札コアシステムは、平成 14 年度に初版となるコアシステム V1.0 を皮切りに平成

25 年度にコアシステム V5.3 をリリースし、現在、利用されているコアシステムは V5.1、

V5.2、V5.3 の 3 バージョンとなっております。 

今後は、なるべく早い段階でコアシステム V6 に移行いただくことにより、保守対象とする

バージョンを減らすことで保守費用を軽減し、さらなるサポートの充実を図ってまいります。 

つきましては、現行コアシステムのサポート期間及び提供方法の変更についてご連絡いたし

ます。 

 

１． コアシステム V5 シリーズのサポート期間の変更について 

コアシステム V6 のリリースに伴い、現在のコアシステム V5 シリーズ（V5.1、V5.2、

V5.3）の利用状況、利用団体様のシステム更新時期等を考慮し、コアシステム V5 シリ

ーズのサポート期間を以下のとおり変更させていただきます。 

なお、現在運用中の団体様で以下の変更により重大な問題が発生する場合は 1 月 30 日

（金）までにコアコンソ事務局までご連絡ください。 

また、本日ご欠席の団体様もいらっしゃるため、本日ご契約団体の皆様全員へメールに

よる周知をさせていただきます。 

 

【コアシステム V5.1】 

（現 在）：平成 28 年 3 月 31 日（2016 年 3 月 31 日）まで（変更なし） 

【コアシステム V5.2】 

（現 在）：平成 34 年 12 月 31 日（2022 年 12 月 31 日）まで 

（変更後）：平成 34 年 3 月 31 日（2022 年 3 月 31 日）まで（9 か月短縮） 

【コアシステム V5.3】 

（現 在）：平成 35 年 7 月 31 日（2023 年 7 月 31 日）まで 

（変更後）：平成 34 年 3 月 31 日（2022 年 3 月 31 日）まで（1 年 4 か月短縮） 

 

２． V6 リリースに伴う V5 シリーズの提供終了について 

コアシステム V6 のリリースにあわせて、V5 シリーズの提供を終了させていただきま

す。 

これに伴い、V5.3 の配布を受けていない既契約団体様へは、V6 リリース前に V5.3

を配布させていただきます。紛失等による再配布については有料とさせていただきますの

で、大切に保管いただきますようお願いいたします。 

なお、コアシステム V6 リリース後に新規契約いただく団体様へは V6 のみの提供とさ

せていただきます。 

利用者会議 

H27.1.23 

資料１－１ 
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当面の料金変更について 
 

 
１． 新たな料金区分の設定（少額利用特例料金）【平成 27 年 4 月 1 日適用開始予定】 

 

 

現行の少額利用特例料金では、年間発注件数が 350 件を超えると変動単価契約への切り替え

が必要となり年間利用料が約 24 万円の増額になるため、年間発注件数を 350 件以内に抑えられ

ているお客様の電子入札の利用を促進することを目的に、新たに、年間発注件数 351 件以上

400 件以内の年間利用料として 513,900 円（税別）とする料金区分を設けます。 

 

（参考） 現行料金 

発注件数  年間 350 件以内  少額利用者向け特例料金   年間 396,000 円（税別） 

発注件数  年間 351 件      変動型単価契約方式       年間 631,800 円（税別） 

 

 

２． 共同利用参加市町村等から直接問合せを受けるサービスの試行【平成 27 年度試行予定】 

 

共同利用を利用されている都道府県、市町村等からのお問合せにつきましては、共同利用のと

りまとめをされている都道府県等を通じてご連絡を頂いていますが、JACIC に直接お問合せして

下さる市町村等もございます。（この場合には、共同利用のとりまとめをされている都道府県等を

通じてご連絡して頂くようお願いしております。） 

このため、JACIC に直接お問い合わせされたいとのご要望にお応えするため、JACIC が共同

利用参加市町村等から直接問合せを受けるサービスを平成 27 年度に試行します。 

ご希望の市町村等は、JACIC までご連絡を頂きますようお願い申し上げます。サービス内容、

費用等につきましては、ご連絡の後、個別にご相談させて頂きます。 

 

 

３． V6 で電子入札コアシステムを初めて利用されるお客様を対象とした料金の新設 

【平成 28 年 4 月 1 日適用開始予定】 

 
買取方式の場合、現在、電子入札コアシステムを利用開始する時期によらず、一定の購入料金

をご負担して頂いております。 

一方、電子入札コアシステムは、随時バージョンアップを重ねてきており、利用開始時期が遅

いほど機能が充実しています。また、その費用は、既存利用のお客様にご負担していただいてお

ります。 

このため、V6 で電子入札コアシステムを初めて利用されるお客様と既存利用のお客様との負

担の公平性の確保を図るため、V6 で電子入札コアシステムを初めて利用されるお客様を対象とし

た購入料金を新たに設けます。 

また、少額利用特例料金及び変動単価契約につきましては、新規利用のご契約時に新規利用時

負担金（仮称）を設定させていただきます。 

料金の額等につきましては、平成２７年夏頃を目途にご提示する予定です。 

利用者会議 

H27.1.23 
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意見募集について 

 

JACIC のホームページに意見募集ページを設置し、発注者、応札者を問わず年間を通じ

て意見・要望等を募っています。平成 26 年の意見募集結果を報告します。 

URL：https://www.jacic.or.jp/s/inquiry/core.html 

 

１．意見募集結果 

・集計対象期間：平成 25 年 12 月 24 日～平成 26 年 12 月 23 日 

・対象：全発注機関及び応札者 

・意見募集方法：ホームページによる項目（カテゴリ）選択式の自由記述 

※発注機関の会議参加申込時の意見等については事務局側で項目分け 

 

１）意見提出者の属性 

分 類 提出者数 

発注者 省庁 ０ 

都道府県 ７ 

市町村 ０ 

その他 １ 

応札者 ２０ 

合計 ２８ 

 

２）意見の内容について（詳細は資料２別紙参照） 

項目 発注者 応札者 

機能・性能について ８ ２１ 

操作性について ０ ６ 

認証・セキュリティについて ０ ２ 

ユーザサポートについて ０ ６ 

料金について ０ １ 

その他 １ １ 

合計 ９ ３７ 

 

（発注者側の主な意見） 

・IE11、ＪＲＥ８への対応に関する情報提供要望があった。 

（応札者側の主な意見） 

・添付ファイルの容量拡大や説明要求機能の利便性向上への要望があった。 

・システムの起動および操作処理の速度向上に関する要望があった。 

利用者会議 

H27.1.23 

資料２ 
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．
機

能
提

供
要

望
等

カ
テ

ゴ
リ

小
区

分
意

見
内

容
回

答

機
能
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、
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サ
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更
し

In
te

rn
e
t 

E
xp

lo
re

rの
最

新
版

の
み

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
と

発
表

し
た

こ
と

も
踏

ま
え

て
、

IE
1
0
以

上
（
最

新
版

）
へ

の
対

応
予

定
を

J
A

C
IC

様
よ

り
具

体
的

に
ご

教
示

頂
き

た
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テ
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応
）

6
コ

ア
シ

ス
テ

ム
の

J
R

E
8
.0

対
応

時
期

会
議

資
料

で
説

明
（
J
R

E
8
対

応
）

コ
ア

の
サ

ポ
ー

ト
期

限
7

電
子

入
札

コ
ア

シ
ス

テ
ム

の
サ

ポ
ー

ト
期

限
切

れ
後

の
対

応
に

つ
い

て
（
情

報
提

供
を

始
め

、
そ

の
他

の
支

援
内

容
）

会
議

資
料

で
説

明
（
サ

ポ
ー

ト
期

間
の

変
更

）

そ
の

他
の

問
い

合
わ

せ
暗

号
移

行
8

L
G

P
K
Iク

ラ
イ

ア
ン

ト
ソ

フ
ト

ウ
エ

ア
の

新
暗

号
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
対

応
に

つ
い

て
ご

教
示

願
い

ま
す

。
L
G

P
K
Iク

ラ
イ

ア
ン

ト
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

暗
号

移
行

対
応

は
V

2
.1

で
対

応
済

み
で

す
。

J
R

E
8
の

動
作

確
認

に
つ

い
て

は
、

会
議

資
料

で
説

明
い

た
し

ま
す

。

新
ブ

ラ
ウ

ザ
、

J
R

E
の

対
応

機
能

・
性

能
に

つ
い

て

利
用

者
会

議
H
27
.1
.2
3

資
料

２
（
別

紙
）
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要
望

事
項

（
応

札
者

）

１
．

発
注

機
関

へ
の

要
望

カ
テ

ゴ
リ

小
区

分
意

見
内

容
回

答

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

機
能

の
改

善
1

資
料

の
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
が

２
つ

し
か

で
き

な
い

。
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ト
に

時
間

が
か

か
る

も
の

が
あ

る
の

で
、

同
時

に
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
件

数
を

増
や

し
て

欲
し

い
。

添
付

フ
ァ

イ
ル

の
容

量
拡

大
2

「
申

請
書

提
出

時
、

添
付

資
料

容
量

を
５

つ
程

度
ま

で
添

付
で

き
る

よ
う

に
す

る
」
機

能
に

つ
い

て
は

、
ベ

ー
ス

と
な

る
コ

ア
シ

ス
テ

ム
の

工
事

/
業

務
で

は
既

に
提

供
済

み
の

機
能

と
い

う
こ

と
で

す
が

、
発

注
者

が
そ

の
機

能
を

取
り

入
れ

て
い

な
い

た
め

、
添

付
で

き
な

い
状

況
が

あ
り

ま
す

。
各

発
注

者
に

ア
ナ

ウ
ン

ス
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
シ

ス
テ

ム
に

そ
の

機
能

を
取

り
入

れ
る

よ
う

推
進

し
て

下
さ

い
ま

す
よ

う
お

願
い

し
ま

す
。

3
立

上
げ

に
時

間
が

か
か

り
す

ぎ
る

。

4
シ

ス
テ

ム
の

起
動

時
間

が
早

く
な

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

5
シ

ス
テ

ム
の

起
動

時
間

が
早

く
な

る
よ

う
に

し
て

欲
し

い
。

6
各

発
注

機
関

で
異

な
る

が
、

シ
ス

テ
ム

立
ち

上
げ

ま
で

の
時

間
が

長
い

。

作
業

状
況

表
示

7
開

札
時

に
時

間
が

か
か

る
し

、
画

面
で

状
況

を
知

ら
せ

て
ほ

し
い

。

8
各

省
庁

・
自

治
体

に
よ

り
操

作
が

微
妙

に
違

う
こ

と
か

ら
取

り
間

違
う

要
因

と
な

っ
て

お
り

、
シ

ス
テ

ム
の

運
用

を
統

一
し

て
欲

し
い

。

9
各

自
治

体
に

よ
り

違
い

は
あ

る
が

、
県

市
町

村
共

同
利

用
に

参
加

し
て

い
る

が
別

々
に

利
用

者
登

録
を

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
場

合
が

あ
り

、
一

元
化

し
て

欲
し

い
。

1
0

各
発

注
者

の
利

用
者

登
録

を
で

き
る

だ
け

統
一

し
た

簡
単

な
操

作
に

し
て

欲
し

い
意

。
メ

ニ
ュ

ー
の

表
示

が
分

か
り

に
く
く
、

目
的

の
所

に
に

た
ど

り
着

く
の

が
容

易
で

な
い

。

1
1
ダ
ウ
ン

ロ
ー

ド
で

夕
方

変
更

が
あ

る
と

き
運

用
時

間
が

１
８

時
で

終
了

す
る

の
で

、
運

用
時

間
を

延
ば

し
て

ほ
し

い
。

1
2

運
用

時
間

が
短

い
（
例

：
国

交
省

　
平

日
９

：
０

０
か

ら
１

８
：
０

０
）
資

料
の

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

等
は

運
用

時
間

を
延

長
し

た
ほ

う
が

良
い

と
思

う
。

1
3

稼
動

時
間

の
終

了
時

刻
間

際
に

通
知

さ
れ

る
場

合
、

開
け

る
こ

と
が

で
き

な
い

の
で

、
稼

動
時

間
を

延
ば

す
か

、
終

了
時

刻
間

際
の

登
録

を
控

え
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

。

電
子

入
札

シ
ス

テ
ム

の
採

用
団

体
拡

大
1
4

現
在

の
電

子
入

札
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
は

問
題

な
く
有

効
に

活
用

さ
せ

て
頂

い
て

お
り

ま
す

。
今

後
は

、
電

子
入

札
シ

ス
テ

ム
で

対
応

で
き

る
発

注
機

関
（
特

に
市

町
村

）
の

範
囲

を
拡

大
で

き
ま

す
よ

う
に

、
発

注
機

関
へ

の
要

望
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

肯
定

意
見

1
5

数
回

ヘ
ル

プ
デ

ス
ク

に
、

サ
ポ

ー
ト

い
た

だ
い

た
。

丁
寧

に
わ

か
り

や
す

く
対

応
い

た
だ

け
た

。
応

札
者

様
の

ご
意

見
と

し
て

、
発

注
機

関
様

に
情

報
提

供
い

た
し

ま
す

。

２
．

認
証

局
へ

の
要

望

カ
テ

ゴ
リ

小
区

分
意

見
内

容
回

答

料
金

に
つ

い
て

電
子

証
明

書
の

料
金

1
認

証
に

必
要

な
電

子
証

明
書

（
IC

カ
ー

ド
）
が

高
い

と
思

う
。

も
う

少
し

安
く
な

れ
ば

と
思

う
。

そ
の

他
電

子
証

明
書

の
購

入
手

続
き

の
改

善
2

電
子

証
明

書
の

認
証

機
関

に
よ

っ
て

、
証

明
書

の
送

付
先

が
企

業
代

表
者

の
住

民
票

所
在

地
と

な
る

こ
と

が
あ

る
。

企
業

状
況

を
踏

ま
え

、
代

理
受

領
等

、
考

慮
す

べ
き

。

機
能

・
性

能
に

つ
い

て

速
度

向
上

運
用

時
間

の
延

長

各
発

注
機

関
で

の
操

作
の

統
一

い
た

だ
い

た
ご

意
見

で
す

が
、

発
注

機
関

様
の

運
用

に
係

わ
る

こ
と

で
あ

る
た

め
、

応
札

者
様

の
ご

意
見

と
し

て
、

発
注

機
関

様
に

情
報

提
供

い
た

し
ま

す
。

い
た

だ
い

た
ご

意
見

で
す

が
、

認
証

局
様

の
運

用
に

係
わ

る
こ

と
で

あ
る

た
め

、
応

札
者

様
の

ご
意

見
と

し
て

認
証

局
様

に
情

報
提

供
い

た
し

ま
す

。

操
作

性
に

つ
い

て

ユ
ー

ザ
サ

ポ
ー

ト
に

つ
い

て
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３
．

コ
ア

事
務

局
へ

の
要

望

カ
テ

ゴ
リ

小
区

分
意

見
内

容
回

答

1

 申
請

書
提

出
時

に
デ

ー
タ

の
添

付
機

能
が

あ
り

ま
す

が
、

こ
ち

ら
の

容
量

が
３

M
B

ま
で

と
な

っ
て

い
ま

す
。

し
か

し
な

が
ら

実
際

の
申

請
書

は
、

申
請

書
＋

コ
リ

ン
ズ

資
料

＋
技

術
提

案
書

等
を

ｐ
ｄ
ｆに

し
て

か
ら

一
つ

の
フ

ァ
イ

ル
に

取
り

ま
と

め
て

提
出

す
る

の
で

、
３

M
B

に
納

ま
り

ま
せ

ん
。

こ
の

た
め

、
添

付
機

能
と

し
て

、
  

1
)容

量
を

１
０

M
B

ぐ
ら

い
ま

で
大

き
く
す

る
  
2
)一

つ
の

フ
ァ

イ
ル

し
か

添
付

で
き

な
い

の
で

、
五

つ
ぐ

ら
い

添
付

で
き

る
よ

う
に

す
る

の
改

善
を

お
願

い
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

2
送

信
で

き
る

添
付

フ
ァ

イ
ル

の
容

量
を

増
や

し
て

ほ
し

い
。

3
送

信
で

き
る

添
付

フ
ァ

イ
ル

の
容

量
を

増
や

し
て

欲
し

い
。

4
検

証
機

能
は

IC
カ

ー
ド

な
し

で
も

利
用

す
る

こ
と

が
可

能
で

す
が

、
質

問
回

答
書

に
つ

い
て

も
IC

カ
ー

ド
な

し
で

、
閲

覧
で

き
る

よ
う

に
な

り
ま

せ
ん

か
？

入
札

の
公

平
性

に
関

わ
る

内
容

で
す

の
で

、
慎

重
に

検
討

い
た

し
ま

す
。

5
[説

明
要

求
]機

能
に

お
け

る
調

達
案

件
検

索
お

い
て

、
入

札
業

務
等

に
お

け
る

案
件

検
索

の
よ

う
に

、
更

に
案

件
が

絞
り

込
め

る
検

索
機

能
の

追
加

を
検

討
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

6
質
問
入

力
が

回
答

と
は

別
の

と
こ

ろ
に

あ
り

不
便

。

7
「
説

明
要

求
」
等

、
日

本
語

と
し

て
分

か
り

ず
ら

い
。

分
か

り
や

す
い

表
現

を
お

願
い

し
ま

す
。

8
 [

説
明

要
求

]機
能

に
お

け
る

「
入

札
説

明
書

・
案

件
内

容
に

対
す

る
質

問
内

容
及

び
回

答
内

容
」
の

印
刷

(出
力

)を
簡

易
に

出
来

る
よ

う
検

討
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

9
説

明
要

求
機

能
の

案
件

検
索

に
つ

い
て

、
案

件
名

で
検

索
で

き
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

。

誤
入

力
防

止
機

能
1
0

入
札

時
の

画
面

に
於

い
て

、
さ

ま
ざ

ま
な

注
意

事
項

(「
入

札
金

額
の

入
力

を
半

角
英

数
字

で
行

う
」
「
必

要
各

書
類

を
添

付
す

る
際

に
は

エ
ク

セ
ル

、
ワ

ー
ド

の
年

式
を

揃
え

る
等

」
)が

あ
り

ま
す

が
、

万
が

一
、

誤
っ

て
入

力
・
添

付
し

た
場

合
は

確
認

画
面

で
間

違
っ

て
い

る
事

を
表

示
し

て
も

ら
え

る
か

、
入

札
書

の
送

信
が

出
来

な
い

よ
う

な
仕

様
に

は
出

来
ま

せ
ん

で
し

ょ
う

か
。

今
後

の
機

能
改

良
の

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

P
D

F
保

存
機

能
1
1

入
札

書
等

の
通

知
画

面
（
内

容
）
を

P
D

F
フ

ァ
イ

ル
で

保
存

で
き

る
よ

う
に

な
ら

な
い

か
？

（
現

状
で

は
、

Ｘ
Ｍ

Ｌ
フ

ァ
イ

ル
で

保
存

）

現
状

の
X
M

L
フ

ァ
イ

ル
に

保
存

す
る

方
法

で
は

、
X
M

L
署

名
に

よ
っ

て
改

ざ
ん

を
検

知
す

る
こ

と
が

可
能

に
な

っ
て

い
ま

す
。

入
札

書
等

の
通

知
画

面
（
入

札
書

等
の

提
出

後
に

表
示

さ
れ

る
受

信
確

認
通

知
の

内
容

）
を

P
D

F
フ

ァ
イ

ル
に

保
存

す
る

こ
と

に
つ

い
て

は
、

入
札

の
公

正
性

に
配

慮
し

つ
つ

、
今

後
の

機
能

改
良

の
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

1
2

処
理

速
度

の
ス

ピ
ー

ド
ア

ッ
プ

1
3

レ
ス

ポ
ン

ス
は

う
少

し
改

善
で

き
れ

ば
と

思
う

。

通
知

機
能

1
4

通
知

メ
ー

ル
は

、
同

じ
案

件
の

場
合

ま
と

め
て

配
信

し
て

ほ
し

い
。

今
後

の
機

能
改

良
の

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

操
作

の
簡

便
化

1
5

申
請

、
応

札
、

質
問

回
答

等
の

操
作

が
わ

か
り

に
く
い

。
更

な
る

簡
便

化
を

目
指

し
て

ほ
し

い
。

印
刷

ボ
タ

ン
の

統
一

化
1
6

画
面

に
よ

っ
て

印
刷

タ
ブ

（
印

刷
ボ

タ
ン

）
の

あ
る

場
合

と
無

い
場

合
が

あ
る

の
で

、
統

一
し

て
ほ

し
い

。
（
検

証
機

能
の

入
札

結
果

な
ど

）

肯
定

意
見

1
7

シ
ン

プ
ル

な
操

作
で

、
運

用
で

き
る

の
は

良
い

。
ご

意
見

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。

新
O

S
、

ブ
ラ

ウ
ザ

対
応

1
8

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
エ

ク
ス

プ
ロ

ー
ラ

ー
の

セ
キ

ュ
リ

ュ
テ

ィ
変

更
に

関
し

て
、

ス
ム

ー
ズ

な
コ

ア
シ

ス
テ

ム
サ

ー
ビ

ス
改

善
を

要
望

し
ま

す
。

今
後

の
運

用
の

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

肯
定

意
見

1
9

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

は
問

題
な

く
確

保
出

来
て

い
る

と
思

う
。

ご
意

見
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

ユ
ー

ザ
サ

ポ
ー

ト
に

つ
い

て
肯

定
意

見
2
0

新
暗

号
へ

の
移

行
に

お
い

て
、

業
務

停
止

す
る

こ
と

な
く
休

日
の

み
の

作
業

に
て

業
務

へ
の

支
障

な
く
移

行
で

き
た

の
は

皆
さ

ん
の

お
か

げ
で

す
。

ち
な

み
に

、
セ

コ
ム

と
e
L
T
A

X
は

新
暗

号
移

行
に

失
敗

し
て

お
り

ま
す

。
→

１
０

月
１

６
日

、
１

０
月

２
７

日
に

そ
れ

ぞ
れ

遅
れ

て
移

行
完

了
と

な
り

ま
し

た
。

１
２

月
１

５
日

に
は

法
務

省
の

商
業

登
記

局
が

暗
号

移
行

を
実

施
す

る
予

定
で

す
。

ご
意

見
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

画
面

遷
移

時
の

IC
カ

ー
ド

ア
ク

セ
ス

方
法

の
見

直
し

に
よ

る
速

度
改

善
な

ど
、

コ
ア

シ
ス

テ
ム

で
対

応
可

能
な

内
容

に
つ

い
て

は
、

今
後

、
機

能
改

良
に

合
わ

せ
て

対
応

を
準

備
い

た
し

ま
す

。
そ

の
他

に
つ

い
て

は
、

発
注

者
様

と
協

議
く
だ

さ
い

。

今
後

の
機

能
改

良
の

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

速
度

向
上

機
能

・
性

能
に

つ
い

て

操
作

性
に

つ
い

て

認
証

・
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

つ
い

て

今
後

の
機

能
改

良
の

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

添
付

フ
ァ

イ
ル

の
容

量
拡

大

説
明

要
求

機
能

の
改

善

今
後

の
機

能
改

良
に

合
わ

せ
て

対
応

を
準

備
い

た
し

ま
す

。
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平成 25 年度 電子入札コアシステム利用者会議・特別会員会議 議事要旨 

 

                      日時：平成 26 年１月 17 日(金)13：30～14：30 

                      場所：日本青年館ホテル 3 階 国際ホール 

   １．議事次第 

     （１）開会 

     （２）主催者挨拶 （一般財団法人日本建設情報総合センター審議役 藤森 祥弘） 

     （３）議事 

        １）コアシステム事業の状況について 

        ２）意見募集について 

        ３）電子入札コアシステム開発コンソーシアムの継続について 

        ４）Windows8.1 の動作確認結果について 

        ５）JRE７ update51（1 月リリース）への対応 

        ６）その他 

     （４）閉会 

 

   ２．配布資料 

       資料１ コアシステム事業の状況について 

       資料２ 意見募集について 

       資料３ コンソーシアムの継続について 

       資料４ Windows8.1 の動作確認結果について 

       資料３ JRE７ update51（1 月リリース）への対応 

 

   ３．参加者        

区分 団体数 参加者数 

中央省庁 4 団体 6 名 

公社・機構 7 団体 9 名 

都道府県 42 団体 59 名 

市町村等 31 団体 39 名 

コアコンソ会員 18 団体 32 名 

業界団体 3 団体 4 名 

合計 105 団体 149 名 

       ※団体数及び参加者数には JACIC 関係者は含みません。 

  

利用者会議 

H27.1.23 

参考資料１ 
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   ４．会議概要 

     １）コアシステム事業の状況について（資料１） 

コアシステム事業の状況として、コアシステムの普及状況、平成 25 年度の事業活動、

事業改善方針の実施状況等について説明を行った。 

 

＜質疑応答等＞ 特になし 

 

     ２）意見募集について（資料２） 

前回の会議以降（平成 25 年 1 月 10 日～12 月 23 日まで）に意見募集のホームペ

ージに寄せられた意見要望について説明を行った。 

 

＜質疑応答等＞ 特になし 

 

     ３）コンソーシアムの継続について（資料３） 

平成 25 年度末がコンソーシアムの期限となっているため、平成 25 年 6 月 6 日に

開催された第 19 回電子入札コアシステム開発コンソーシアム統括会議において、本

コンソーシアムの 2 年間の継続が決定したことについて説明を行った。 

 

＜質疑応答等＞ 特になし 

 

     ４）Windows8.1 の動作確認結果について（資料４） 

平成 25 年度の地方ブロック会議で要望の高かった Windows8.1 について、コアシ

ステムの動作確認が完了し、特に問題が見つからなかったことを説明した。 

ただし、利用にあたっては、デスクトップ画面の Internet Explorer の利用や、

JIS2004 の文字制限があることを説明した。 

 

＜質疑応答等＞ 

広島市：Windows8.1 のタイル画面からの Internet Explorer の起動は、なぜ行わないの

か？タイル画面の Internet Explorer は使えるのか？ 

事務局：タイル画面の Internet Explorer はタブレット用であり、Java が使用できない。

このためコアシステムでは利用できない。タイル画面の Internet Explorer とデスク

トップ画面の Internet Explorer は別のものである。 

広島市：動作確認結果の中にタイル画面の Internet Explorer が利用できないことを明記

してほしい。 

 

茨城県：Windows8、8.1 では、タッチパネルの PC があるが、これらは利用可能か？ 

事務局：コアシステムはデスクトップでの利用を前提に設計している。当面、キーボード

とマウスを利用していただきたい。 
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静岡県：検証環境で利用した LASDEC が提供している LGPKI 用の IC カードや IC カード

RW 等はテスト版か？ 新版か？ 

事務局：LASDEC で事務連絡されている 新版環境を使用しているが、IC カード RW ド

ライバのみが Windows8.1 の 64bit 版では動かなかったため、インターネットで入

手して動作確認を行った。 

静岡県：その IC カード RW ドライバは、三菱製か？ 

事務局：日立製である。 

議 長：日立製のみの動作確認でよいのか？ 

事務局：JACIC はコアシステム本体の動作確認を行っており、個別の製品の動作確認を行

っているわけではない。動作確認にはテスト用の製品を利用していると記載している

ため問題ないと考える。 

 

     ５）JER７ update51 への対応について（資料５） 

現時点の対応状況として、JRE7 update51（日本時間 1 月 15 日の正午ごろにリ

リース）の動作確認を実施中であることを説明した。 

 

＜質疑応答等＞ 

茨城県：本県で JRE7 update51 にアップデートし動作確認したところ、セキュリティ設

定を中にすると動くが、高にすると署名が必要となる。また、今回のバージョンから

例外サイトの設定ができるようになっており URL を設定したが動かなかった。例外

サイトの解釈の違いがあるのかもしれないが、他の団体で設定して動いた団体があれ

ば情報提供してほしい。 

事務局：事務局のテストでは例外サイトの設定で動く場合もあった。但し、テストは現在

行っている 中であり、利用者の設定が明確になっていないことから、今後、確認が

完了したところで情報提供させていただく。 

議 長：内部の報告では設定が難しいと聞いているので、実務上例外サイトに全て書き込

む運用が望ましいかは検討が必要と考えている。 

 

神奈川県：従前の説明では 2 週間程度で動作確認を行うことになっていたが、今回の署名

なしで動くことについてはアナウンスがなされるのか？ 

事務局：2 週間程度で動作確認というのは、大きな変更等がなかった場合とさせていただ

いている。今回は例外サイトの設定等が追加されており新しい条件が加わっているた

め、影響等の確認をおこなうので少なくとも 1 か月程度はいただきたい。 

神奈川県：署名をつける作り込みを行わないものについてもアナウンスされるのか？ 

事務局：新しい設定の影響等を確認した上で、改めてアナウンスを行う。 
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     ７）全体質疑応答 

広島市：JRE7 update51 の説明の際に、LGPKI クライアントソフトの配布ということ

が記載されていたが、これは無償配布されるのか？ 

事務局：通常の保守契約の中で対応可能と考えている。 

 

広島市：署名付きアプレットの入れ替えの費用はどの程度を見込めばよいのか？ 

事務局：サーバ側のプログラムの入れ替えと動作確認、発注者と応札者をつなげた動作確

認が必要となるのでこれらの作業を基に検討いただきたい。事務局では地方ブロック

会議までには情報提供できるようにしたいと考えている。 

議 長：地方公共団体の予算は 3 月で決まるので、地方ブロック会議では再来年度になっ

てしまう。 

広島市：JRE の 新版対応が再来年になってもしかたがないと考えてよいか？ 

事務局：一般論としてセキュリティ対応のために 新版にすることが望ましいものの、実

際の対応にはタイムラグが生じている。コアシステムの対応後に認証局と発注機関の

対応が必要であるため、再来年度からとしても実質的には変わらない。 

議 長：再来年度になることについては、まだ脆弱性の検証等を行う必要があるため、現

段階では再来年度からでもよいという回答とさせていただく。 

広島市：各自治体でセキュリティポリシーが定めされており、Java を使う場合の内規等が

あるので、 新版に上げられない理由等をオフィシャルな文書でいただけるとありが

たい。 

事務局：書面の内容等については、ご相談させていただきたい。 

 

 

以 上 
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平成25年度電子入札コアシステム利用者会議・特別会員会議　参加団体一覧（実績：議事録用）

区分 機関名 区分 機関名

国の機関 財務省 市町村等 仙台市

文部科学省 川崎市

農林水産省 横浜市

国土交通省 新潟市

公社・機構等 国立印刷局 名古屋市

鉄道建設・運輸施設整備支援機構 京都市

都市再生機構 大阪市

沖縄科学技術大学院大学学園 堺市

中日本高速道路株式会社 神戸市

首都高速道路株式会社 広島市

阪神高速道路株式会社 福岡市

都道府県 青森県 熊本市

岩手県 岩見沢市

宮城県 山形市

秋田県 佐野市

山形県 柏市

茨城県 京田辺市

栃木県 南丹市

群馬県 佐賀市

埼玉県 佐世保市

千葉県 郡山市

東京都 川口市

神奈川県 越谷市

新潟県 平塚市

富山県 八尾市

石川県 岐阜県共同利用運営等協議会

福井県 大阪電子自治体推進協議会

山梨県 兵庫県電子自治体推進協議会

長野県 練馬区社会福祉事業団

岐阜県 滋賀県土地開発公社

静岡県 滋賀県道路公社

愛知県 業界団体 一般社団法人全国建設業協会

あいち電子自治体推進協議会 一般社団法人建設コンサルタンツ協会

三重県 一般社団法人日本補償コンサルタント協会

滋賀県 コンソーシアム 東芝ソリューション株式会社(正会員）

京都府 会員等 日本電気株式会社(正会員）

大阪府 日本ユニシス株式会社(正会員）

兵庫県 株式会社日立製作所(正会員）

奈良県 富士通株式会社(正会員）

和歌山県 株式会社ＨＡＲＰ（賛助会員）

鳥取県 テクノ・マインド株式会社（賛助会員）

島根県 株式会社日立システムズ（賛助会員）

広島県 日本電子認証株式会社（賛助会員）

山口県 株式会社建設技術研究所（賛助会員）

徳島県 株式会社ダイテック（賛助会員）

高知県 株式会社帝国データバンク（賛助会員）

福岡県 株式会社エヌ・ティ・ティネオメイト（賛助会員）

佐賀県 東北ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ・ｼｽﾃﾑｽﾞ株式会社（賛助会員）

長崎県 ジャパンネット株式会社（賛助会員）

大分県 株式会社鹿児島頭脳センター（賛助会員）

宮崎県 株式会社浜名湖国際頭脳センター（賛助会員）

鹿児島県 株式会社NTTデータ（賛助会員）

沖縄県
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平成26年度電子入札コアシステム利用者会議　参加団体一覧（予定）

区分 機関名 区分 機関名

国の機関 農林水産省 市町村等 仙台市

国土交通省 横浜市

防衛省 川崎市

最高裁判所 新潟市

独法・機構等 宇宙航空研究開発機構 名古屋市

鉄道建設・運輸施設整備支援機構 京都市

水資源機構 大阪市

都市再生機構 堺市

東日本高速道路株式会社 神戸市

中日本高速道路株式会社 広島市

首都高速道路株式会社 福岡市

阪神高速道路株式会社 熊本市

都道府県 青森県 岩見沢市

岩手県 山形市

宮城県 佐野市

秋田県 大田原市

山形県 川口市

茨城県 越谷市

栃木県 平塚市

群馬県 桑名市

埼玉県 八尾市

千葉県 佐賀市

東京都 佐世保市

神奈川県 岐阜県市町村共同

新潟県 大阪地域市町村共同利用電子入札システム運営協議会

富山県 兵庫県電子自治体推進協議会

石川県 練馬区社会福祉事業団

山梨県 阪神高速技研株式会社

長野県 滋賀県道路公社

岐阜県 滋賀県土地開発公社

静岡県 阪神水道企業団

あいち電子自治体推進協議会 コンソーシアム 東芝ソリューション株式会社(正会員）

三重県 会員等 日本電気株式会社(正会員）

京都府 日本ユニシス株式会社(正会員）

大阪府 株式会社日立製作所(正会員）

兵庫県 富士通株式会社(正会員）

和歌山県 株式会社ＨＡＲＰ（賛助会員）

鳥取県 テクノ・マインド株式会社（賛助会員）

広島県 株式会社日立システムズ（賛助会員）

山口県 日本電子認証株式会社（賛助会員）

徳島県 株式会社建設技術研究所（賛助会員）

高知県 株式会社帝国データバンク（賛助会員）

福岡県 株式会社エヌ・ティ・ティネオメイト（賛助会員）

佐賀県 東北ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ・ｼｽﾃﾑｽﾞ株式会社（賛助会員）

長崎県 ジャパンネット株式会社（賛助会員）

大分県 株式会社鹿児島頭脳センター（賛助会員）

宮崎県 株式会社浜名湖国際頭脳センター（賛助会員）

鹿児島県 株式会社NTTデータ（賛助会員）

沖縄県 業界団体 全国測量設計業協会連合会

日本補償コンサルタント協会

建設コンサルタンツ協会

日本建設業連合会

全国地質調査業協会連合会

利用者会議

H27.1.23
参考資料２
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福
井

県
*

（
共

同
利

用
：

1
3

団
体

）
山

口
県

*
群

馬
県

（
共

同
利

用
：

4
団

体
）

（
運

用
中

4
6

団
体

）
岩

手
県

●
山

梨
県

*
徳

島
県

●
（
共

同
利

用
：

7
団

体
）

静
岡

県
（
共

同
利

用
：

1
2

団
体

）

（
開

発
中

0
団

体
）

宮
城

県
●

*
長

野
県

●
（
共

同
利

用
：

4
団

体
）

香
川

県
*

（
共

同
利

用
：

3
団

体
）

愛
知

県
（
共

同
利

用
：

5
団

体
）

秋
田

県
*

（
共

同
利

用
：

3
団

体
）

岐
阜

県
愛

媛
県

*
（
共

同
利

用
：

8
団

体
）

福
井

県
（
共

同
利

用
：

1
団

体
）

都
道

府
県

共
同

利
用

山
形

県
静

岡
県

（
共

同
利

用
：

2
4

団
体

）
高

知
県

●
滋

賀
県

（
共

同
利

用
：

2
団

体
）

（
運

用
中

4
1
2

団
体

）
福

島
県

●
愛

知
県

*
（
共

同
利

用
：

5
7

団
体

）
福

岡
県

*
島

根
県

（
共

同
利

用
：

4
団

体
）

（
準

備
中

7
5

団
体

）
茨

城
県

*
（
共

同
利

用
：

2
1

団
体

）
三

重
県

●
*

佐
賀

県
*

広
島

県
（
共

同
利

用
：

5
団

体
）

栃
木

県
●

滋
賀

県
●

（
共

同
利

用
：

4
団

体
）

長
崎

県
熊

本
県

（
共

同
利

用
：

5
団

体
）

群
馬

県
*

（
共

同
利

用
：

1
6

団
体

）
京

都
府

（
共

同
利

用
：

1
0

団
体

）
熊

本
県

*
（
共

同
利

用
：

9
団

体
）

鹿
児

島
県

（
共

同
利

用
：

1
4

団
体

）

埼
玉

県
*

（
共

同
利

用
：

6
2

団
体

）
大

阪
府

*
大

分
県

（
共

同
利

用
：

1
8

団
体

）

千
葉

県
●

*
（
共

同
利

用
：

5
2

団
体

）
兵

庫
県

*
宮

崎
県

●
（
共

同
利

用
：

2
団

体
）

東
京

都
*

奈
良

県
●

*
鹿

児
島

県
*

（
共

同
利

用
：

2
8

団
体

）

神
奈

川
県

*
（
共

同
利

用
：

2
8

団
体

）
和

歌
山

県
沖

縄
県

新
潟

県
●

*
（
共

同
利

用
：

9
団

体
）

鳥
取

県
*

富
山

県
*

島
根

県
*

（
共

同
利

用
：

6
団

体
）

札
幌

市
（
北

海
道

）
川

崎
市

（
神

奈
川

県
）
*

名
古

屋
市

（
愛

知
県

）
*

広
島

市
（
広

島
県

）
*

仙
台

市
（
宮

城
県

）
●

〔
相

模
原

市
（
神

奈
川

県
）
〕

京
都

市
（
京

都
府

）
*

北
九

州
市

（
福

岡
県

）
*

（
運

用
中

1
9

団
体

）
〔
さ

い
た

ま
市

（
埼

玉
県

）
〕

新
潟

市
（
新

潟
県

）
大

阪
市

（
大

阪
府

）
*

福
岡

市
（
福

岡
県

）
*

（
開

発
中

0
団

体
）

〔
千

葉
市

（
千

葉
県

）
〕

〔
静

岡
市

（
静

岡
県

）
〕

堺
市

（
大

阪
府

）
*

〔
熊

本
市

（
熊

本
県

）
〕

横
浜

市
（
神

奈
川

県
）
*

〔
浜

松
市

（
静

岡
県

）
〕

〔
神

戸
市

（
兵

庫
県

）
〕

岩
見

沢
市

（
北

海
道

）
●

北
杜

市
（
山

梨
県

）
●

今
治

市
（
愛

媛
県

）
●

茨
城

県
開

発
公

社
●

八
戸

市
（
青

森
県

）
●

青
森

市
（
青

森
県

）
●

桑
名

市
（
三

重
県

）
●

新
居

浜
市

（
愛

媛
県

）
●

東
京

都
都

市
づ

く
り

公
社

●
郡

山
市

（
福

島
県

）
●

盛
岡

市
（
岩

手
県

）
●

長
浜

市
（
滋

賀
県

）
●

久
留

米
市

（
福

岡
県

）
●

練
馬

区
社

会
福

祉
事

業
団

●
高

知
市

（
高

知
県

）
●

（
運

用
中

5
5

団
体

）
登

米
市

（
宮

城
県

）
●

東
近

江
市

（
滋

賀
県

）
●

柳
川

市
（
福

岡
県

）
●

大
阪

府
住

宅
供

給
公

社
●

横
浜

市
建

築
保

全
公

社
●

（
開

発
中

4
団

体
）

山
形

市
(山

形
県

）
●

愛
荘

町
（
滋

賀
県

）
●

佐
賀

市
（
佐

賀
県

）
●

*
大

阪
広

域
水

道
企

業
団

●

会
津

若
松

市
（
福

島
県

）
●

亀
岡

市
（
京

都
府

)●
唐

津
市

（
佐

賀
県

）
●

阪
神

高
速

技
研

株
式

会
社

●

足
利

市
（
栃

木
県

）
●

城
陽

市
（
京

都
府

）
●

武
雄

市
（
佐

賀
県

）
●

（
運

用
中

6
5

団
体

）
栃

木
市

（
栃

木
県

）
●

京
田

辺
市

（
京

都
府

）
●

長
崎

市
（
長

崎
県

）
*

（
準

備
中

0
団

体
）

佐
野

市
（
栃

木
県

）
●

京
丹

後
市

（
京

都
府

）
●

佐
世

保
市

（
長

崎
県

）

鹿
沼

市
（
栃

木
県

）
●

*
南

丹
市

（
京

都
府

）
●

*
諫

早
市

（
長

崎
県

）
●

日
光

市
（
栃

木
県

）
●

京
丹

波
町

（
京

都
府

）
●

*
大

村
市

（
長

崎
県

）
●

那
須

塩
原

市
（
栃

木
県

）
●

奈
良

市
（
奈

良
県

）
●

雲
仙

市
（
長

崎
県

）
●

下
野

市
（
栃

木
県

）
●

大
和

郡
山

市
（
奈

良
県

）
●

那
覇

市
（
沖

縄
県

）
●

上
三

川
町

（
栃

木
県

）
●

橿
原

市
（
奈

良
県

）
●

長
岡

市
（
新

潟
県

）
*

生
駒

市
（
奈

良
県

）
●

　
 　

岐
阜

県
市

町
村

共
同

利
用

（
市

間
利

用
：

3
4

団
体

）

村
上

市
（
新

潟
県

）
●

広
陵

町
（
奈

良
県

）
●

　
　

 大
阪

地
域

市
町

村
共

同
利

用
（
市

間
利

用
：

1
3

団
体

）

高
岡

市
（
富

山
県

）
和

歌
山

市
（
和

歌
山

県
）
●

　
　

 兵
庫

県
電

子
入

札
共

同
運

営
（
市

間
利

用
：

1
8

団
体

）

南
ア

ル
プ

ス
市

（
山

梨
県

）
●

徳
島

市
（
徳

島
県

）
●

計
7
0
1
団

体

開
発

中
（
準

備
中

含
む

）

*
は

、
コ

ア
物

品
・
役

務
も

併
せ

て
運

用
ま

た
は

開
発

予
定

。
●

は
、

A
S

P
方

式
に

よ
る

電
子

入
札

の
運

用
を

実
施

。
〔
〕
は

、
県

及
び

市
町

村
間

で
の

共
同

利
用

に
参

加
し

て
い

る
政

令
指

定
都

市
を

示
す

（
共

同
利

用
数

に
は

含
ま

れ
て

い
ま

せ
ん

）
共

同
利

用
の

参
加

団
体

数
は

同
県

内
の

公
社

・
企

業
団

を
含

ん
だ

数
値

と
な

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
参

加
団

体
数

は
市

町
村

合
併

に
お

い
て

変
動

す
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
運

用
状

況
は

H
P

他
に

よ
り

独
自

に
調

査
し

た
も

の
で

す
。

、
開

発
中

：
7
9
団

体
）

そ
の

他
市

町
村

等
（
単

独
）

公
共

発
注

機
関

区
分

(運
用

中
：
6
2
2
団

体

中
央

省
庁

公
社

・
機

構
等

都
道

府
県

市
町

村
共

同
利

用

政
令

指
定

都
市

運
用

中
（
試

行
運

用
・
実

証
実

験
含

む
）

利
用

者
会

議
H

2
7
.1

.2
3

参
考

資
料

３
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電
子

入
札

コ
ア

シ
ス

テ
ム

共
同

利
用

参
加

団
体

一
覧

(
2
0
1
5
.1

.1
時

点
）
【
敬

称
略

】

全
参

加
稼

動

1
北

海
道

1
7
9

1
1

石
狩

市

2
秋

田
県

2
5

3
3

男
鹿

市
由

利
本

荘
市

大
仙

市

3
茨

城
県

4
4

4
4

2
1

水
戸

市
日

立
市

土
浦

市
古

河
市

石
岡

市
結

城
市

龍
ケ

崎
市

下
妻

市
常

総
市

常
陸

太
田

市
高

萩
市

北
茨

城
市

笠
間

市
取

手
市

牛
久

市
つ

く
ば

市
ひ

た
ち

な
か

市
鹿

嶋
市

潮
来

市
守

谷
市

常
陸

大
宮

市
那

珂
市

筑
西

市
坂

東
市

稲
敷

市
か

す
み

が
う

ら
市

桜
川

市
神

栖
市

行
方

市
鉾

田
市

つ
く
ば

み
ら

い
市

小
美

玉
市

茨
城

町
大

洗
町

城
里

町
東

海
村

大
子

町
美

浦
村

阿
見

町
河

内
町

八
千

代
町

五
霞

町
境

町
利

根
町

4
群

馬
県

3
5

2
0

1
6

前
橋

市
高

崎
市

桐
生

市
伊

勢
崎

市
太

田
市

沼
田

市
館

林
市

渋
川

市
藤

岡
市

富
岡

市
安

中
市

み
ど

り
市

吉
岡

町
下

仁
田

町
玉

村
町

板
倉

町
明

和
町

千
代

田
町

大
泉

町
邑

楽
町

5
埼

玉
県

6
3

6
1

6
1

〔
さ

い
た

ま
市

〕
川

越
市

熊
谷

市
川

口
市

行
田

市
秩

父
市

所
沢

市
飯

能
市

加
須

市
本

庄
市

東
松

山
市

春
日

部
市

狭
山

市
羽

生
市

鴻
巣

市
深

谷
市

上
尾

市
草

加
市

越
谷

市
蕨

市

（
公

社
、

企
業

団
等

）
(2

)
(2

)
戸

田
市

入
間

市
朝

霞
市

志
木

市
和

光
市

新
座

市
桶

川
市

久
喜

市
北

本
市

八
潮

市
富

士
見

市
三

郷
市

蓮
田

市
坂

戸
市

幸
手

市
鶴

ヶ
島

市
日

高
市

吉
川

市
ふ

じ
み

野
市

白
岡

市

伊
奈

町
三

芳
町

毛
呂

山
町

滑
川

町
嵐

山
町

小
川

町
川

島
町

吉
見

町
鳩

山
町

と
き

が
わ

町
横

瀬
町

皆
野

町
長

瀞
町

小
鹿

野
町

美
里

町
神

川
町

上
里

町
寄

居
町

宮
代

町
杉

戸
町

松
伏

町

越
谷

松
伏

水
道

企
業

団
埼

玉
西

部
消

防
組

合

6
千

葉
県

5
4

5
2

5
2

〔
千

葉
市

〕
銚

子
市

市
川

市
船

橋
市

館
山

市
木

更
津

市
松

戸
市

野
田

市
茂

原
市

成
田

市
佐

倉
市

東
金

市
旭

市
習

志
野

市
柏

市
勝

浦
市

市
原

市
流

山
市

八
千

代
市

我
孫

子
市

（
公

社
、

企
業

団
等

）
(1

)
(1

)
鴨

川
市

鎌
ケ

谷
市

君
津

市
富

津
市

浦
安

市
四

街
道

市
袖

ケ
浦

市
八

街
市

印
西

市
白

井
市

富
里

市
南

房
総

市
匝

瑳
市

香
取

市
山

武
市

い
す

み
市

大
網

白
里

市
酒

々
井

町
栄

町
多

古
町

（
千

葉
県

電
子

自
治

体
運

営
協

議
会

）
東

庄
町

九
十

九
里

町
芝

山
町

横
芝

光
町

一
宮

町
睦

沢
町

長
生

村
白

子
町

長
柄

町
長

南
町

大
多

喜
町

鋸
南

町

北
千

葉
広

域
水

道
企

業
団

7
神

奈
川

県
3
3

2
8

2
8

〔
相

模
原

市
〕

平
塚

市
鎌

倉
市

藤
沢

市
小

田
原

市
茅

ヶ
崎

市
逗

子
市

三
浦

市
秦

野
市

厚
木

市
大

和
市

伊
勢

原
市

海
老

名
市

座
間

市
南

足
柄

市
綾

瀬
市

葉
山

町
寒

川
町

大
磯

町
二

宮
町

（
公

社
、

企
業

団
等

）
(1

)
(1

)
中

井
町

大
井

町
松

田
町

開
成

町
箱

根
町

湯
河

原
町

愛
川

町
清

川
村

神
奈

川
県

内
広

域
水

道
企

業
団

8
新

潟
県

3
0

9
9

三
条

市
柏

崎
市

新
発

田
市

上
越

市
十

日
町

市
糸

魚
川

市
燕

市
佐

渡
市

南
魚

沼
市

9
石

川
県

1
9

1
0

1
0

金
沢

市
小

松
市

輪
島

市
白

山
市

野
々

市
市

七
尾

市
加

賀
市

か
ほ

く
市

能
美

市
津

幡
町

1
0

福
井

県
1
7

1
4

1
3

福
井

市
敦

賀
市

小
浜

市
鯖

江
市

あ
わ

ら
市

越
前

市
坂

井
市

永
平

寺
町

池
田

町
南

越
前

町
越

前
町

美
浜

町
高

浜
町

お
お

い
町

1
1

長
野

県
7
7

4
4

長
野

市
上

田
市

安
曇

野
市

大
町

市

1
2

静
岡

県
3
5

3
5

2
6

〔
静

岡
市

〕
〔
浜

松
市

〕
沼

津
市

熱
海

市
三

島
市

富
士

宮
市

伊
東

市
島

田
市

富
士

市
磐

田
市

焼
津

市
掛

川
市

藤
枝

市
御

殿
場

市
袋

井
市

下
田

市
裾

野
市

湖
西

市
伊

豆
市

御
前

崎
市

（
公

社
、

企
業

団
等

）
(3

)
(0

)
菊

川
市

伊
豆

の
国

市
牧

之
原

市
東

伊
豆

町
河

津
町

南
伊

豆
町

松
崎

町
西

伊
豆

町
函

南
町

清
水

町
長

泉
町

小
山

町
吉

田
町

川
根

本
町

森
町

静
岡

県
道

路
公

社
大

井
川

広
域

水
道

企
業

団
静

岡
県

住
宅

供
給

公
社

1
3

愛
知

県
5
4

5
2

4
9

豊
橋

市
岡

崎
市

一
宮

市
瀬

戸
市

半
田

市
春

日
井

市
豊

川
市

津
島

市
碧

南
市

刈
谷

市
豊

田
市

西
尾

市
蒲

郡
市

犬
山

市
常

滑
市

江
南

市
小

牧
市

稲
沢

市
新

城
市

東
海

市

（
公

社
、

企
業

団
等

）
(1

0
)

(8
)

大
府

市
知

多
市

知
立

市
尾

張
旭

市
高

浜
市

岩
倉

市
豊

明
市

日
進

市
田

原
市

愛
西

市
清

須
市

北
名

古
屋

市
弥

富
市

み
よ

し
市

あ
ま

市
東

郷
町

長
久

手
市

豊
山

町
大

口
町

扶
桑

町

（
あ

い
ち

電
子

自
治

体
推

進
協

議
会

）
大

治
町

蟹
江

町
飛

島
村

阿
久

比
町

東
浦

町
南

知
多

町
美

浜
町

武
豊

町
幸

田
町

設
楽

町
東

栄
町

豊
根

村

名
古

屋
港

管
理

組
合

名
古

屋
高

速
道

路
公

社
愛

知
県

道
路

公
社

愛
知

県
住

宅
供

給
公

社
財

団
法

人
愛

知
水

と
緑

の
公

社
小

牧
岩

倉
衛

生
組

合
愛

知
中

部
水

道
企

業
団

尾
三

消
防

組
合

海
部

南
部

水
道

企
業

団
北

名
古

屋
水

道
企

業
団

1
4

滋
賀

県
1
9

4
2

大
津

市
彦

根
市

草
津

市
甲

賀
市

(2
)

(2
)

滋
賀

県
道

路
公

社
滋

賀
県

土
地

開
発

公
社

1
5

京
都

府
2
6

9
8

舞
鶴

市
綾

部
市

宇
治

市
向

日
市

長
岡

京
市

八
幡

市
井

手
町

精
華

町
福

知
山

市

（
公

社
、

企
業

団
等

）
(2

)
(2

)
京

都
府

道
路

公
社

京
都

府
住

宅
供

給
公

社

1
6

島
根

県
1
9

1
0

6
松

江
市

浜
田

市
出

雲
市

益
田

市
大

田
市

雲
南

市
奥

出
雲

町
邑

南
町

津
和

野
町

吉
賀

町

1
7

広
島

県
2
3

2
2

1
7

呉
市

竹
原

市
三

原
市

尾
道

市
福

山
市

府
中

市
三

次
市

庄
原

市
大

竹
市

東
広

島
市

廿
日

市
市

安
芸

高
田

市
江

田
島

市
府

中
町

海
田

町
熊

野
町

坂
町

安
芸

太
田

町
北

広
島

町
大

崎
上

島
町

世
羅

町
神

石
高

原
町

1
8

徳
島

県
2
4

7
7

鳴
門

市
小

松
島

市
阿

南
市

吉
野

川
市

阿
波

市
美

馬
市

三
好

市

1
9

香
川

県
1
7

3
3

高
松

市
丸

亀
市

善
通

寺
市

2
0

愛
媛

県
2
0

8
8

松
山

市
宇

和
島

市
大

洲
市

西
予

市
上

島
町

久
万

高
原

町
内

子
町

愛
南

町

2
1

熊
本

県
4
5

1
5

1
0

[熊
本

市
]

八
代

市
玉

名
市

山
鹿

市
菊

池
市

宇
土

市
上

天
草

市
宇

城
市

天
草

市
南

関
町

甲
佐

町
益

城
町

和
水

町
山

都
町

氷
川

町

2
2

大
分

県
1
8

1
8

1
8

大
分

市
別

府
市

中
津

市
日

田
市

佐
伯

市
臼

杵
市

津
久

見
市

竹
田

市
豊

後
高

田
市

杵
築

市
宇

佐
市

豊
後

大
野

市
由

布
市

国
東

市
姫

島
村

日
出

町
九

重
町

玖
珠

町

2
3

宮
崎

県
2
6

3
2

宮
崎

市
都

城
市

延
岡

市

2
4

鹿
児

島
県

4
3

4
2

2
8

鹿
児

島
市

鹿
屋

市
枕

崎
市

阿
久

根
市

出
水

市
伊

佐
市

指
宿

市
西

之
表

市
垂

水
市

薩
摩

川
内

市
日

置
市

曽
於

市
霧

島
市

い
ち

き
串

木
野

市
南

さ
つ

ま
市

志
布

志
市

奄
美

市
南

九
州

市
三

島
村

十
島

村

さ
つ

ま
町

長
島

町
姶

良
市

大
崎

町
東

串
良

町
錦

江
町

南
大

隅
町

肝
付

町
中

種
子

町
南

種
子

町
屋

久
島

町
大

和
村

宇
検

村
瀬

戸
内

町
龍

郷
町

徳
之

島
町

天
城

町
伊

仙
町

和
泊

町
知

名
町

与
論

町
喜

界
町

2
5

　
 　

岐
阜

県
市

町
村

共
同

利
用

4
2

3
4

3
4

岐
阜

市
大

垣
市

高
山

市
多

治
見

市
関

市
中

津
川

市
美

濃
市

瑞
浪

市
羽

島
市

恵
那

市
美

濃
加

茂
市

土
岐

市
各

務
原

市
可

児
市

山
県

市
瑞

穂
市

飛
騨

市
本

巣
市

郡
上

市
下

呂
市

海
津

市
岐

南
町

笠
松

町
輪

之
内

町
揖

斐
川

町
大

野
町

池
田

町
北

方
町

坂
祝

町
富

加
町

御
嵩

町
養

老
町

垂
井

町
川

辺
町

2
6

　
　

 大
阪

地
域

市
町

村
共

同
利

用
4
3

1
3

1
3

豊
中

市
吹

田
市

高
槻

市
枚

方
市

八
尾

市
寝

屋
川

市
河

内
長

野
市

羽
曳

野
市

東
大

阪
市

茨
木

市
柏

原
市

門
真

市
富

田
林

市

2
7

　
　

 兵
庫

県
電

子
入

札
共

同
運

営
4
1

1
8

1
8

〔
神

戸
市

〕
姫

路
市

尼
崎

市
西

宮
市

芦
屋

市
伊

丹
市

相
生

市
赤

穂
市

宝
塚

市
川

西
市

三
田

市
篠

山
市

養
父

市
丹

波
市

南
あ

わ
じ

市
宍

粟
市

た
つ

の
市

猪
名

川
町

(1
)

(1
)

阪
神

水
道

企
業

団

合
計

1
0
7
1

5
3
9

4
6
7

（
公

社
、

企
業

団
等

）
(2

2
)

(1
7
)

　
　

※
共

同
利

用
数

は
共

同
利

用
に

参
加

表
明

し
て

い
る

団
体

数
で

す
。

共
同

利
用

団
体

は
H

P
他

に
よ

り
独

自
に

調
査

し
た

も
の

で
す

。
　

本
表

で
は

、
試

行
運

用
、

実
証

実
験

を
実

施
し

た
団

体
も

カ
ウ

ン
ト

対
象

と
し

て
い

ま
す

。
　

　
※

市
町

村
全

体
数

に
は

、
全

て
の

都
道

府
県

下
の

政
令

指
定

都
市

を
含

み
ま

す
。

　
　

※
本

表
内

の
（
）
の

数
値

は
市

町
村

以
外

の
共

同
利

用
参

加
団

体
で

す
。

（
外

書
き

）
　

　
　

　
は

電
子

入
札

の
運

用
を

開
始

し
て

い
る

団
体

で
す

。

N
0
.

市
町

村
数

公
共

発
注

機
関

名
参

加
団

体
名

（
予

定
を

含
む

）
 ＊

頻
繁

に
参

加
団

体
が

変
動

す
る

こ
と

を
ご

承
知

願
い

ま
す
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